
広 報

Public Relations  MIYADA

―力を合わせて。

む
ら
の
人
口

主
な
内
容

総 数　…　9,288 人 （－ 16）

男 　…　4,547 人 （－ 8）

女 　…　4,741 人 （－ 8）

世帯数　…　3,345 世帯 （－ 6）

 （平成 26年 4月 1日現在）

 （　）は前月比
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雪置場として活用された中央グランドの石拾いが実施され、

関係者や施設利用者のご協力により利用できる状態となりました。
（詳細は 16 ページ Topics にて）
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自 主
 財
 源

依 

存
 財
 源 歳入

県支出金
1億6,868万円
県からの補助金

4.9％

その他
2億5,629万円

7.4％

国庫支出金
2億6,679万円
国からの補助金

7.7％

地方交付税
10億 750万円

国から地方に交付されるお金

29.1％

村税
11億 5,299万円
村民税、固定資産税

33.3％

繰越金
4,000万円
前年度からの繰越

1.2％

その他の自主財源
3億4,075万円
分担金及び負担金

使用料など 9.9％

村債
2億2,500万円

村の借金

6.5％

議会費
6,793万円 2.0％

総務費

4億9,106万円 
　　14.2％

民生費

10億 398万円 
　　　29.0％

衛生費
2億3,463万円 6.8％

農林水産業費　
1億5,282万円 4.4％

商工費　　
2億1,315万円 6.2％

土木費　　
3億1,125万円 9.0％

消防費　　
2億265万円 5.9％

教育費　　
3億1,495万円 9.1％

公債費　　
4億3,623万円 12.6％

その他・予備費など 2,933万円 0.8％

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
34
億
５
８
０
０
万

円
。「
活
力
み
な
ぎ
る
宮
田
村
づ
く
り
」、「
子
育
て
支
援
日
本

一
を
め
ざ
す
」、「
福
祉
の
推
進
」、「
安
心
・
安
全
な
心
安
ら
ぐ

村
づ
く
り
」、「
女
性
の
知
恵
と
力
を
村
政
に
活
か
す
」
の
５
つ

を
重
点
施
策
と
し
て
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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計
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計
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業
会
計
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わ
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会
計
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８
８
６
５
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後
期
高
齢
者
医
療
特
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会
計

 

９
０
１
５
万
円

■
介
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保
険
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会
計
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万
円
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業
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計

■
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益
的
収
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４
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一
般
会

計
、

特
別
会

計
、

公

営

企

業

会

計

あ

わ

せ

て

57
億
５
３
８
２
万
円
（
前
年
度
比

２
・
１
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

む
ら
の
新
年
度
予
算
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億
５
８
０
０
万
円
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むらの新年度予算

重点施策別にみる　おもな事業

7,301円 52,780円 107,909円 25,219円 16,425円
議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

22,910円 33,453円 21,781円 33,851円 46,886円 3,153円
商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他

一般会計総額34億5,800万円を
 村民 1人あたり で計算すると… 371,668円 ※平成 26 年 3 月 1日の人口 9,304 人

①活力みなぎる宮田村づくり
 ～ 産業の共生による産業振興

○新 Uターン I ターン活用企業助成金（UI ターン３万円 / 人の助成）27万円
○新 堆肥資源循環型農業研究委託事業 ……… 30万円
○新 民間との協働による山岳環境保全事業 178万円

 

○拡 住宅リフォーム補助 …………………… 160万円
○拡 産業振興チーフマネージャー ………… 246万円

②子育て支援日本一をめざす
 ～ 子どもが輝く村づくり

○新 子育て支援センター運営事業 ………… 692万円
○新 放課後子ども教室事業 ………………… 116万円
○新 小学校英語教育レシピ方式 …………… 145万円

 

○拡 乳幼児福祉医療費給付事業（18 歳までに拡大） 2,270万円
○拡 輝く子育て応援事業（誕生祝金の増額） 1,136万円

③福祉の推進
 ～ 様々な立場の方々に温かさを届ける村づくり

○新 緊急医療情報キット（一人暮らし高齢者等情報伝達方法） 12万円
○新 老人福祉センター屋根改修工事 ……… 832万円
○拡 集団健康診査委託（個人負担額の軽減） 319万円

 

 福祉タクシー …………………………… 550万円
 ミニデイサービス ……………………… 594万円

④安心・安全な心安らぐ村づくり
 ～ 防災対策の推進と安全な地域づくり

○新 消防広域化施設設備負担金 ………… 5,023万円
○新 ポンプ車庫建設（町２区） ……………… 976万円
○新 大型生ごみ処理機設置（家庭生ごみ減量モデル事業） 215万円

 

○新 景観計画策定業務委託 ………………… 200万円
 村道 17 号線・1号線道路改良工事 … 6,135万円

⑤女性の知恵と力を村政に活かす
 ～ 女性の皆様の声を村政に

 男女共同参画計画策定 …………………… 78万円
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宅
地
の
固
定
資
産
税
額
を
算
出
す

る
も
と
に
な
る
評
価
額
は
、
村
内
を

状
況
が
似
て
い
る
42
の
地
区
（
状
況

類
似
地
区
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
中
か
ら
選
ん
だ
標
準
的
な
宅

地
（
標
準
地
）
42
地
点
を
、
不
動
産

鑑
定
士
が
売
買
実
例
な
ど
を
も
と
に

評
価
し
た
１
㎡
あ
た
り
の
価
格
で

す
。

　
標
準
地
以
外
の
宅
地
は
、
同
じ
地

区
の
標
準
地
価
格
を
も
と
に
、
宅
地

の
形
や
道
路
な
ど
の
条
件
に
よ
り
評

価
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
評
価
額
に
、
宅
地
の
面
積

や
、
居
住
用
の
宅
地
に
は
そ
の
軽
減

率
な
ど
を
乗
じ
て
課
税
標
準
額
を
算

出
し
、
そ
の
額
に
1.4
％
の
税
率
を
乗

じ
た
額
が
宅
地
の
固
定
資
産
税
額
と

な
り
ま
す
。

問
住
民
課 

税
務
係
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■状況類似地区の区分けと
 標準地の地点

No. 場　所 評価額

22 宮 田 駅北踏切付近 13,510

23 国 道 役場交差点西 18,340

24 国道河原町交差点東 16,590

25 つつじが丘グランド東 8,610

26 新 田 上 の 宮 7,770

27 宮 田 球 場 東 11,130

28 大田切第６水源地北 9,940

29 宮田ニューホールド付近 8,820

30 ラ イ スセンター北 11,690

31 姫 宮 神 社 東 11,830

32 南 割 ４班集会所西 9,870

33 北割地区拠点施設南 8,120

34 北原医院西踏切付近 12,530

35 中 越 大 沢 川 付 近 8,680

36 東 保 育 園 東 10,010

37 里 宮 神 社 西 12,250

38 国 道 大原交差点東 12,670

39 国道大田切橋北交差点東 11,970

40 大久保地区拠点施設西 8,330

41 中越地区拠点施設東 9,100

42 宮 田 村民会館付近 14,490

No. 場　所 評価額

1 津 島 神 社 付 近 22,400

2 J R 宮 田 駅 東 16,800

3 県道仲町交差点付近 21,280

4 県道北町交差点付近 18,620

5 ウエル有賀電気西側 17,500

6 町１地区拠点施設付近 16,590

7 農 協 南 17,710

8 中央線　消防車庫付近 18,340

9 中央線　消防車庫南 16,660

10 武 道 館 付 近 19,950

11 中 央 グ ラ ン ド 東 14,910

12 西 原 村営住宅付近 14,210

13 国道河原町交差点付近 19,250

14 国道大原交差点付近 17,290

15 つつじが丘村営住宅西 11,340

16 大 原 区中心部付近 12,880

17 日 本 発 条（ 株 ） 南 13,160

18 小 学 校 西 14,070

19 県 道 大 沢 川 付 近 16,730

20 松 の 原 工 業 団 地 10,150

21 南 平 工 業 団 地 7,420

■平成 26年度　標準地価格　（円／㎡）

※ この評価額は宅地の取引価格ではありません。
 「拠点施設」は高齢者支え合い拠点施設の略です。

固
定
資
産
税 

宅
地
の
評
価
額
を
公
開
し
ま
す
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おしらせINFORMATION

国  保
insurance

国民健康保険に加入している 70 ～ 74 歳の皆様の

窓口負担見直しについて

　70 歳から 74 歳の方が医療機
関等を受診される時の窓口負担

は、法律上2割となっていますが、
特例措置によりこれまで１割負担

とされていました。このたび平成

26年度から、この特例措置が見
直されることとなりました。

　見直しに当たっては、平成 26
年 4 月 2 日以降に 70 歳の誕生
日を迎える方から段階的に実施さ

れることとなりました。

問住民課 住民係 ☎ 85-3183

■平成 26年 4月 2日以降に 70歳の誕生日を迎える方
 （誕生日が昭和 19年 4月 2日以降の方）
70歳の誕生月の翌月（ただし、各月 1日が誕生日の方はそ
の月）の診療から、窓口負担が 2割になります。（例えば、
平成 26年 4月 2日～ 5月 1日に 70歳の誕生日を迎える方
は、5月の診療から 2割負担になります。）
※ 一定の所得がある方は、これまでどおり3割負担です。
※ 窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70
歳から 2割負担となる方は、69歳までと比べて上限額が下
がります。

■平成 26年 4月 1日までに 70歳の誕生日を迎えた方
 （誕生日が昭和 19年 4月 1日までの方）
平成 26年 4月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わり
ません。（平成 26年 3月 2日～ 4月 1日に 70 歳の誕生日
を迎える方は、これまでの3割負担から1割負担になります。）
※ 一定の所得がある方は、これまでどおり3割負担です。
※ 窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

見
直
し
の
内
容

　村では役場と村民会館に提言箱を設置していますが、より多くの住民の皆様の声を村政に反映

するため、各地区高齢者支え合い拠点施設にも「提言箱」を設置します。村への質問、意見、要

望、提言など備え付けの用紙にご記入していただき、提言箱へお入れください。出された提言等

については、担当課が内容について十分調査検討し、回答してまいります。

「村への提言箱」取扱要綱

１． 多くの住民の声を村政に反映させていくために、また、村に対しての質問、意見、要望

など気軽に出していただけることを目的に「提言箱」を設置します。

２． 設置場所は役場ロビー、村民会館及び各地区高齢者支え合い拠点施設とします。（計１４

箇所）

３． 回収は 1週間に一度（月曜日を基本とします。）役場で回収します。

４． 出された「提言」については、回収後、提言内容により回答します。回答期限は基本的

に２週間程度以内とします。（住所・氏名等が記載されていない場合は回答できません。）

５． 出された「提言」については、内容を十分調査検討し、提言内容や対応結果について広

報等で紹介をしていきます。

村への 提 言 箱
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ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
福
ふくしま

島　銀
ぎん

くん 新田

 伸
しんいち

一・真
ま り え

里枝さん

二
ふ た つ ぎ

ツ木　琥
こ こ

々ちゃん つつじが丘

 潤
じゅん

・由
ゆ り こ

里子さん

田
たな か

中　しおりちゃん 町三

 浩
ひろゆき

幸・恵
え み

美さん

長
は せ が わ

谷川　亮
りょうた

太くん 町三

 博
ひろのぶ

宣・さやかさん

新
あらい

井　幸
ゆきあ

愛ちゃん 町三

 晃
あきら

・由
ゆ か

佳さん

松
まつした

下　瑚
こ と

都ちゃん 南割

 和
かず お

雄・裕
ひろこ

子さん

橋
はしもと

本　弦
げんき

樹くん 北割

 充
みつひろ

弘・真
ま ゆ み

由美さん

かなしみ
平
ひらさわ

沢　久
ひさこ

子さん 84歳 町三

 幸
ゆきひろ

弘さん・母

伊
いとう

藤　豊
とよこ

子さん 83歳 町三

 巌
いわお

さん・母

下
しもうら

浦　レ
れ こ

コさん 74歳 町二

 茂
しげのり

則さん・母

山
やまざき

﨑　咲
さ ち え

知枝さん 59歳 大田切

 義
よしかず

一さん・妻

小
こ た ぎ り

田切　澄
すみえ

惠さん 68歳 大久保

 正
まさひろ

寛さん・妻

小
こ た ぎ り

田切　きよ子
こ

さん 92歳 南割

 康
やす お

夫さん・母

川
かわて

手　巖
いわじろう

治郎さん 79歳 南割

 治
はる お

夫さん・父

卯 月

今月の納税 など
固定資産税 第 1期
 納期限・振替日　4/30（水）

水道料・下水道使用料
今月は… 町 1，町 2，大田切
 大久保，中越，つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
4/20（日）・5/18（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
4/23（水）5/14（水）
午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

くらしの情報 INFORMATION

4/11 ～ 情報発信！チャンネルみやだ

4/18 ～ 環境を考える

4/25 ～ TV こまうすゆきそう 1ch

5/ 2 ～ 駐在所だより

5/ 9 ～ 情報発信！チャンネルみやだ

4APRIL

Q&A役場でよくあるご質問
Vol. 028

「信州・食の健康応援店」
 募集開始！

　長野県では「食塩控えめ」や

「野菜たっぷり」のメニューを

提供する飲食店、宿泊施設等を

「信州・食の健康応援店」とし

て募集を開始しました。保健福

祉事務所の職員が現地確認を行

い、登録要件を満たすことが確

認された場合には、登録証（ス

テッカー）を交付します。詳細

はお問い合わせください。

問県庁健康長寿課
 ☎ 026-235-7116

問住民課 税務係 ☎ 85-3182

A 固定資産税とは、毎年１月１日（賦課期日）現在
の土地・家屋・償却資産（これらを総称して「固

定資産」といいます。）の所有者が、固定資産の

所在する市町村に納める税金です。

危険物取扱者試験

■試験日及び試験地

6月 01日（日） 長野市
6月 08日（日） 松本市
6月 15日（日） 上田市
6月 22日（日） 南箕輪村
■試験の種類

甲種・乙種第１類～第６類・丙種

■願書の受付期間

電子申請

 4月 4日（金）～ 15日（火）
書面申請

 4月 7日（月）～ 18日（金）
　受験願書は、お近くの消防署

にあります。手続きについて

は、（一財）消防試験研究セン

ターのホームページをご覧くだ

さい。

問伊南行政組合 消防本部
 ☎ 81-0119

Q 固定資産税とはなんですか？

土　地
登記簿又は土地補充課税台帳に所有者として
登記又は登録されている人

家　屋
登記簿又は家屋補充課税台帳に所有者として
登記又は登録されている人

償却資産 償却資産課税台帳に所有者として登録されている人

固定資産税を納める人
（納税義務者）

毎年 1月 1日（賦課期日）現在、
固定資産の所有者。
具体的には次のとおりです。

広報 MIYADA 6
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「お知らせ」「募集」「相談」など、くらしに役立つ情報満載のコーナー
▼宮田村役場　☎ 0265-85-3181 ㈹　FAX 0265-85-4725

▼村民会館（教育委員会・公民館・図書館）　☎ 85-2314　　 ▼老人福祉センター　☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ http://www.vill.miyada.nagano.jp

宮田村消防団
 新役員体制のお知らせ

　平成 26・27年度の宮田村消
防団新しい役員体制をお知らせ

いたします。

団 長 酒井　　学

副 団 長 小田切　等

本 部 長 小田切直也

副 本 部 長 平澤　隆靖

第１分団長 浦野　裕一

同１部長（北割） 有賀　　忍

同２部長（南割） 三上　　大

同３部長（新田） 平沢　宏光

第２分団長 増田　雅敏

同１部長（町１） 高橋　耕学

同２部長（町２） 酒井　大介

同３部長（河原町） 間瀬　令理

同４部長（駒ヶ原） 伊東　真一

第３分団長 井上　憲一

同１部長（中越） 原田　貴司

同２部長（大久保） 細田　昌也

同３部長（大田切） 宮澤　剛一

同４部長（つつじ） 伊藤　亘司

同５部長（大原） 小松　賢吾

喇 叭 長 春日　貴博

救 護 長 白鳥　直人

バイク隊長 小田切淳一

問宮田村消防団本部
 ☎ 85-3181

「信州人キャリアナビ」
 オープンしました！

　長野県では、県内中小企業へ

の就職支援のため、県内への就

職を希望する若者や I ターン希

望の方々に向けた、ウェブサイ

ト「信州人キャリアナビ」を開

設しました。

　平成 26年 12月末までは掲
載料が無料ですので、掲載を希

望する企業の方は、積極的に活

用してください。

　また、信州で働きたいと考え

ている方の登録も募集していま

す。

※詳細は「信州人キャリアナビ」

ウェブサイトをご覧ください。

問県庁労働雇用課
 ☎ 026-235-7201

第 67 回全国植樹祭の
 大会テーマを募集します

　平成 28年に長野県で開催す
る全国植樹祭の開催方針を簡潔

に表現し、全国の皆さまに一言

でお伝えできる、大会にふさわ

しいテーマを募集します。

■応募資格

長野県を愛される方

■大会テーマの内容

大会の開催方針を踏まえ、植

樹祭の理念や長野県らしさを

表現する標語形式の短文

■応募期間 5月 8日（木）
■応募規定

1人何点でも応募可能。ただ
し、自作のもので、未発表の

作品に限ります。

※詳細はお問わせください

問県庁森林づくり推進課
 ☎ 026-235-7276

多重債務相談窓口開設中

　長野財務事務所では、無料の

多重債務相談窓口を開設してい

ます。専門相談員が相談を受け、

必要に応じ法律の専門家に引き

継ぎを行っています。個人の秘

密は厳守します。まずはお電話

ください。

問長野財務事務所 多重債務窓口
 （直通）☎ 026-234-2970

悪質な投資勧誘に
 ご注意ください！

　未公開株等を利用した悪質な

投資勧誘による被害が多発して

います。不審な投資勧誘を受け

た場合には、すぐに当局の相談

窓口へご連絡ください。

問長野財務事務所 理財課
 ☎ 026-234-5125

にこにこ広場について

　保育園を開放する「にこにこ

広場」を今年も開催します。ま

だ保育園に通っていないお子さ

んとその保護者のみなさん、お

気軽にお出かけください。

■開放日

■持ち物

ハンカチ、ティッシュ、タオル、

帽子、着替え（衣類・靴）、汚

れたものを入れて持ち帰る袋、

上履き（親のみ）

※必ず記名をしてください。

■注意事項

　保育園にある受付用紙に記名

をお願いします。また、けがの

ないように保護者が責任を持っ

て一緒に遊んでください。

問教育委員会 こども室
 ☎ 85-2314

　こうめ保育園 ☎ 85-2109

　東保育園 ☎ 85-2275

　西保育園 ☎ 85-3416

5 月 13 日 ㈫
6 月 3 日 ㈫ 17 日 ㈫
7 月 1 日 ㈫ 15 日 ㈫
8 月 5 日 ㈫ 19 日 ㈫
9 月 2 日 ㈫ 16 日 ㈫
10 月 7 日 ㈫ 21 日 ㈫
11 月 4 日 ㈫ 18 日 ㈫
12 月 2 日 ㈫
1 月 20 日 ㈫
2 月 3 日 ㈫ 17 日 ㈫
3 月 10 日 ㈫

内はこうめ保育園のみ開放

内は東保育園とこうめ保育園のみ開放

役場機構改革
 「みらい創造課」新設

　村では企画部門強化のため、

「みらい創造課」及び「企画係」

「協働係」を新設しました。

　みらい創造課では従来の総務

課 企画情報係の業務と住民課 

環境係の地球温暖化防止対策業

務を引き継ぎます。また、環境

保全・ごみ・し尿・公害・ペッ

ト・墓地の業務については「住

民課 住民係」で引き継ぎます。

　詳しくは 15ページの「行政
組織 連絡先一覧表」をご覧く

ださい。

問みらい創造課 ☎ 85-3181
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康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

 高齢者の教室 会場：老人福祉センター

保健ごよみ 4/16 ～ 5/15

4/13

4/20

4/27

4/29

5/ 3

5/ 4

5/ 5

5/ 6

まつむら小児科医院（内） 駒：81-4700

山村眼科整形外科（整） 駒：82-6611

よこやま耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：81-0185

中谷内科医院（内） 駒：81-1377

斉藤診療所（内・外） 宮：85-4817

神戸医院（内・小） 駒：82-3522

座光寺内科医院（内・小） 駒：83-3222

北原医院（内） 宮：85-2214

須田医院（内） 駒：81-5050

緊急当番医 宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

▼高齢者閉じこもり予防教室
（9:30 から）

4 月 23 日（水）

5月 07 日（水）

5月 14 日（水）

▼高齢者転倒予防教室
（13:00 から）

4 月 24 日（木）

5月 08 日（木）

▼高齢者権利擁護相談
ご相談随時受け付けます

 なごみ家ごよみ

▼手芸の日
4 月 16 日（水）

午前 9時 30 分から 12 時

▼辰野恒雄先生の
　　子育てママサロン

4 月 21 日（月）

午前 10 時から 11 時 30 分

▼短歌「あさがおの会」
4 月 21 日（月）

午後 1時 30 分から

▼童謡の会
4 月 23 日（水）

午後 1時 30 分から

▼陶芸の日

4 月 11 日（金）

5月 09 日（金）

午後 1時 30 分から

☎85-2922
開館　月～土曜
午前 9時～午後 5時

 介護者の教室

▼家族介護者リフレッシュの会
会場：老人福祉センター

（10:00 から）

4 月 23 日（水）

5月 14 日（水）

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会
（9:30 から）

5 月 01 日（木）

※認知症の介護のことを語りましょう！

■母と子　健診・相談など
4 か月児健診 午後 0:20
4/24（木） 対象：H25 年 12 月生まれ
5/  1（木） 対象：H26 年 1月生まれ
10 か月児健診 午後 0:30
4/24（木） 対象：H25 年 6月生まれ
5/  1（木） 対象：H25 年 7月生まれ
1 歳 6か月児健診 午後 1:10
4/24（木） 対象：H24 年 10 月生まれ
5/  1（木） 対象：H24 年 11 月生まれ
2 歳児歯科検診 指定された時間

4/25（金） 対象：H24 年 2・3月生まれ
7 か月児育児相談 午前 9:15
5/13（火） 対象：H25 年 10 月生まれ
1 歳児育児相談 午前 9:15
4/22（火） 対象：H25 年 3・4月生まれ

子育て・母乳相談　午前 9:00
　対象：どなたでも

4/17（木） ・5/  8（木）( 予約制 )
ママの部屋　午前 9:00
　対象：どなたでも

4/17（木） ・5/  8（木）
■成人　健診・相談など
健康相談日　　　午前 9:00 ～午後 0:00
4/17（木），5/  8（木）

心の相談日（予約制）

4/17（木），5/  8（木），5/15（木）
結核検診（胸部レントゲン）

指定された時間・場所

5/14（水），5/15（木）
4/22（火）
　・保健補導員研修会　午後 1：00～
※ 指定のあるものを除き、会場はすべて老人

福祉センターです。

■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

■宮田村健康増進のテーマ
　村民だれもが、

　　健康で暮らし続けるために
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な
ご
み
家

な
ご
み
家

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

　
問
な
ご
み
家 
☎
85
‐
２
９
２
２

今
年
度
の
「
な
ご
み
家
ご
よ
み
」

　
手
芸
・
童
謡
・
陶
芸
に
加
え
て
、
軽

体
操
も
定
期
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
寄
っ
て
く
だ
さ
い

ね
！

Health ＆Welfare

せ
い
し
れ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ヘ

 

行
っ
て
来
ま
し
た

　
3
月
7
日
（
金
）、
松
本
市
で
開
催

さ
れ
た
第
21
回
精
神
保
健
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
へ
、
な
ご
み
家
を
拠
点
に
活
動
す

る
『
心
を
支
え
る
仲
間
作
り
の
会
　
さ

く
ら
』
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
方
と
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
「
薬
に
つ
い
て
」
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
さ
く
ら
の
メ
ン
バ
ー

も
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
ご

自
身
の
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
午

後
は
、
県
内
か
ら
３
０
０
名
近
く
の
参

加
者
が
、
当
事
者
・
家
族
・
支
援
者

交
え
て
の
「
薬
に
つ
い
て
」「
就
労
に

つ
い
て
」「
交
流
の
場
」「
映
画
鑑
賞
」

な
ど
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
日
頃
の
思

い
を
話
し
合
い
、
良

い
交
流
が
出
来
ま
し

た
。

防
災
訓
練

　
3
月
19
日
夜
間
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
訓
練
と
北

消
防
署
々
員
の
指
導
の
下
消
火
器
使
用

手
順
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
を
通
し
て
、
非
常
時
に
お
い
て
落
ち

着
い
た
行
動
の
心
が
け
の
大
切
さ
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
蕎
麦
を
食
べ
て

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
3
月
26
日
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
　
ひ

だ
ま
り
に
お
い
て
、「
美
味
し
い
お
蕎

麦
を
食
べ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
田
切
そ
ば
打
ち
の
会

の
皆
さ
ん
の
手
際
の
良
い
そ
ば
打
ち
の

見
学
と
、
作
り
た
て
の
お
い
し
い
お
そ

ば
を
食
べ
な
が
ら
家
族
介
護
者
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
会
の
皆
さ
ん
、
職
員
を
含

め
プ
ラ
ム
の
里
ご
利
用
者
様
と
の
楽
し

い
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
西
村
施
設
長
が
講
師
と
な
り
「
認

知
症
講
演
会
」
も
行
わ
れ
、
認
知
症
に

対
す
る
思
い
を
共
有
す
る
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

 

問
プ
ラ
ム
の
里
　
☎
84
‐
１
３
１
１

地
域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く

 

輝
く
生
活
を
支
援
し
ま
す

プ
ラ
ム
の
里

地　区 班 氏　名

南割 2 佐藤　清美

南割 4 加藤由美子

南割 6 浦野眞寿美

南割 7 羽柴佐千子

新田 4 小林　和子

新田 6 酒井都々子

大田切 4 田中いつ子

大田切 7 宮澤　和枝

大久保 2 吉澤まさ子

大久保 3 小田切尚子

中越 2 新谷　秀子

中越 3 矢田　優子

つつじ 1 稲葉　卓子

つつじ 3 川上　直子

大原 3 佐藤　晴江

大原 5 夏目みや子

地　区 班 氏　名

町 1 1 池上　敏子

町 1 2 丸山　伯子

町１ 3 中山とみゑ

町２ 1 墨矢七海子

町２ 2 前林　良子

町２ 3 佐藤　弘子

町２ 4 小林智恵子

町３ 1 蒲谷紀史子

町３ 1 大澤　智里

町３ 2 有賀　清子

町３ 3 新井美恵子

町３ 4-1 奈良﨑典子
町３ 4-2 小田切美智枝
北割 6 小林　博子

北割 7 鰍沢由美子

平成 26年度 保健補導員のご紹介

保健補導員の活動スローガン

　保健補導員は、自らの健康意識を高め、それを

家族へ、さらには地域へと広める活動をしていま

す。宮田村では、この活動をしている保健補導員

を、4月より「わが家の健康サポーター」に任命し、

家族や地域の健康をサポートする役割をより強化

していきます。また、地域の保健補導員は、毎年

地区での健康教室を開催しています。健康に関す

る情報を地域の皆さんにお伝えするための教室で

すので、チラシ等が回ったら、ぜひご参加くださ

い。地区の方々との楽しい健康学習は、きっと心

も体も健康になる第１歩となるでしょう！　

自分たちの健康は自分たちでつくり　守りましょう
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April
宮
田
小
学
校   

※
敬
称
略

【
転
退
職
員
】 

（ 

）
内 

異
動
先

教
諭遠

山 

裕
夫 
（
赤
穂
小
）

井
口 

　
誠 

（
伊
那
富
県
小
）

加
藤 

麻
砂
美 

（
高
遠
小
）

奥
原 

京
一 

（
赤
穂
南
小
）

講
師岡

田 

純
香 

（
安
曇
野
穂
高
北
小
）

シ
ョ
ー
ン
・
ス
テ
ィ
ッ
カ

 

（
松
本
清
水
中
）

児
童
支
援
担
当

久
根 

陽
子 

（
退
職
）

栄
養
士

宮
澤 

秀
子 

（
飯
田
高
陵
中
）

【
転
入
職
員
】 

（ 

）
内 

前
任
職

教
諭中

山 

和
夫 

（
南
箕
輪
小
）

山
岸 

祥
子 

（
西
春
近
南
小
）

有
賀 

　
歩 

（
木
曽
養
護
学
校
）

原 

由
樹
子 

（
木
曽
日
義
小
）

市
川 

武
史 

（
草
加
川
柳
小
）

講
師石

坂 

凛
人 

（
新
規
採
用
）

ベ
ン
ネ
ッ
ト
・
マ
ッ
ク
ス
フ
ィ
ル
ド

 

（
新
規
採
用
）

理
科
専
科

小
澤 

晃 

（
辰
野
東
小
）

児
童
支
援
担
当

伊
藤 

宇
門 

（
箕
輪
進
修
高
校
）

前
林 

良
子 

（
新
規
採
用
）

栄
養
士

林 

登
代
美 

（
辰
野
中
）

宮
田
中
学
校 

　
※
敬
称
略

【
転
任
職
員
】 

（ 

）
内 

異
動
先

教
諭大

畑 
賢
二 

（
伊
那
東
部
中
）

木
下 
久
資 

（
伊
那
東
部
中
）

米
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箕
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中
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岡
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小
）
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駿 
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新
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用
）
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村 
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（
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中
）
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井 
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新
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用
）
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級

み
ら
い
創
造
課
長

赤
羽 

和
夫 

（
住
民
課
長
）

住
民
課
長
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（
総
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係
長
）
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長
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（
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係
長
）

係
長
級

総
務
課 

総
務
係
長

鈴
木 
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（
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学
習
係
長
）

み
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創
造
課 
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画
係
長

伊
藤 
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（
学
校
教
育
係
長
）

み
ら
い
創
造
課 

協
働
係
長

上
條 

雅
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（
環
境
係
長
）

住
民
課 

税
務
係
長

本
田 
宏
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（
税
務
係
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福
祉
課 
福
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係
長
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中 
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保
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予
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係
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福
祉
課 

保
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予
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長
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田 

典
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（
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係
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建
設
課 
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地
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長 
兼

土
地
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長

小
田
切 

直
也 

（
建
設
係
）

春の人事異動

産
業
振
興
推
進
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工
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長
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企
画
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長
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学
習
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長
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秀
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級

み
ら
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創
造
課 

企
画
係

川
手 

敏
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（
県
派
遣
）

み
ら
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創
造
課 

協
働
係

吉
澤 

俊
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住
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係
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（
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藤 
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工
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光
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祉
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係
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藤 

美
奈 

（
保
健
予
防
係
）
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祉
課 

福
祉
係

吉
澤 

茂
樹 

（
新
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用
）

建
設
課 

建
設
係
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太
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（
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）
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興
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係

紫
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係
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園
）
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林 
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育
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）
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篤
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退
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（
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課
長
）
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本 

文
吾 

（
耕
地
林
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係
長
）

池
上 

敏
夫 

（
生
涯
学
習
係
）

伊
藤 

紀
子 

（
こ
う
め
保
育
園
）
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手当関係

教室関係

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

支 給 額 介護度３… 8,000 円（月額）

 介護度４… 10,000 円（月額）

 介護度５… 13,000 円（月額）

☆寝たきり老人等介護者手当

　寝たきり又は認知症で、介護を必要とする高齢者を

在宅で介護している介護者に手当を支給します。

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

支 給 額 月額 3,000 ～ 5,000 円

 （等級等により決定）

☆宮田村障がい者福祉金

　身体障害者手帳・療育手帳・障害者手帳（精神）を

所持者のうち重度の方、また特別児童扶養手当、障害

基礎年金の受給者及び特定疾患認定者について手当を

支給します。（ただし、介護者手当を受けている方や

施設等へ入所されている方は対象になりません。）

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128
☆敬老祝金の支給

　9月 1日現在、満 80 歳・85 歳・88 歳・90 歳・95 歳・

99 歳及び、100 歳以上の方に祝金を支給します。

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128
☆敬老祝品の贈呈

　9月 1日現在、満 88 歳・99 歳及び、100 歳以上の

方に、祝品を贈呈します。

問社会福祉協議会 ☎ 85-5010

利用回数 月１～２回

自己負担 １回 800 円

☆ミニデイサービス

　65 歳以上の家に閉じこもりがちな方、75 歳以上で

地区が認める方等を対象に、各地区の高齢者支え合い

拠点施設等で生きがいをもって健康な日常生活が送れ

るよう支援します。

問い合わせ先 福祉課福祉係（老人福祉センター内） ☎８５－４１２８
 地域包括支援センター（老人福祉センター内） ☎８４－１２５５
 宮田村社会福祉協議会 ☎８５－５０１０
 ＪＡ上伊那宮田支所（生活相談員） ☎８４－１２００

見やすいところに貼ってご利用ください。



広報 MIYADA 12

ス一覧 平成 26年度版
見やすいところに貼ってご利用ください。

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

※ 社会福祉協議会、ＪＡ上伊

那でも右記の事業を行って

います。詳しいことはそれ

ぞれにお問合せください。

■ 社会福祉協議会の愛ネットお助け便では、日常生活上で何ら

かの援助を必要とする村内在住の方を対象に、通院介助・草

取り・買い物等の援助を行っています。

■ ＪＡ上伊那のＪＡ助け合いの会では、地域住民の方を対象に、

掃除・洗濯等の家事援助を行っています。

対 象 者 65 歳以上で介護認定を受けた

方、身体障害者手帳１～３級所

持者等のうち、世帯全員の前年

所得税額が 8万円以下の方

費　　用 補助限度額 70 万円

 （利用者負担１割）

自己負担 月 500 円～ 1,000 円

自己負担 １食 450 円

※ 社会福祉協議会でも配食サービスを行って

います。週１回月曜日

自己負担 ホームヘルパー １時間 400 円

 生活支援者 １時間 80 円

☆一人暮らし高齢者等緊急通報装置の設置事業

　一人暮らしの高齢者世帯及びこれに準じる世帯へ緊

急通報装置を設置し、利用料の一部を補助します。

☆高齢者にやさしい住宅改修

　高齢者の居住環境を改善し、家庭において自立した

生活が送れるよう、居室、便所、浴室等の改良等に要

する経費を補助します。

☆配食サービス

　65 歳以上のひとり暮らし高齢者又は高齢者世帯へ

栄養バランスのとれたお弁当を自宅へ配達します。（た

だし、配食サービスを受けるのには調査が必要となり

ます。）

☆身体障害者手帳等の取得

　身体・療育・精神に障がいのある方が医療費の補助

や、福祉施策を利用するために必要な手帳です。申請

には指定医師による診断書が必要です。

☆生活管理指導事業・軽度生活支援事業

　介護サービスを受けていない 65 歳以上のひとり暮

らし高齢者等に週２回以内、１回１時間以内の家事援

助サービスを、ホームヘルパー又は生活支援者を派遣

して行います。
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高齢者福祉サービ
生活支援関係

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

問社会福祉協議会 ☎ 85-5010

問社会福祉協議会 ☎ 85-5010
　地域包括支援センター ☎ 84-1255

利用回数 年３回（連続２泊まで）

利用時間 午後６時から翌日の午前８時まで

自己負担 １泊　2,400 円（費用の 20％）

自己負担
ガソリン代 村内 200 円
 伊那・駒ヶ根 300 円
 郡内 400 円
 郡外使用した燃料補充
運転手代 1 時間以内 800 円
 15 分増すごとに 250 円

自己負担

返却時に消毒等の実費を徴収します。

 特殊ベット 10,000 円（税別）

 車いす 4,000 円（税別）

 エアーマット 2,500 円（税別）

☆訪問理美容サービス

　心身の障がい及び疾病により理容室や美容院に通え

ない高齢者（寝たきり及びそれに準じた方）が自宅で

理美容サービスが受けられます。１回の理美容代のう

ち1,000円を村が負担します。負担は年２回までです。

☆緊急宿泊支援事業

　常時介護を要する 65 歳以上の高齢者、障がい者を

介護されている方が緊急（疾病、葬祭等）の事由によ

り一時的に介護できない時に利用できます。

☆宮田村福祉タクシー券の交付

　75 歳以上の方、重度の身体障害者手帳等の所持者

のうち、本人・家族等による交通手段がない方に、タ

クシー券（初乗り 700 円に相当）を最高で年 24 枚交

付します。利用者はタクシー料金精算の際にタクシー

券を運転手に渡し、タクシー券分の料金を差引いた料

金を支払います。

☆福祉有償運送サービス

　心身の障がいで自分では歩行困難な方等が、病院や

施設に通いたい、買い物・ドライブ等に出掛けたい時

などに、宮田村社会福祉協議会の車椅子（ストレッ

チャー含）移送車を貸し出します。運転者がいない方

でも対応します。（ただしサービスを受けるのには調

査が必要となります）

☆福祉用具の貸出し

　ベット、車いす、エアーマット等の日常生活用具を

貸与することによって、高齢者の身体機能の低下防止

と介護者の負担軽減を図ります。（ただし、介護保険

対象の方は利用できません。）

　上記以外にも、シャワーイス・入浴手すり・浴槽台・

ポータブルトイレ・セーフティーアーム・室内シルバー

カーの貸出しを行っていますので、ご相談ください。
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介護予防事業

介護者への支援事業

問地域包括支援センター ☎ 84-1255

開催日時 毎月２回　午後 1時～午後 4時

☆個別リハビリ教室

　概ね 65 歳以上の膝痛、腰痛のある方、膝関節の動

きの悪い方や１年以内に転倒したことのある方等を対

象に、健康チェックや 30 分くらいの個別リハビリを

行います。

問地域包括支援センター ☎ 84-1255

開催日時 毎月３回　午前 9時～午後 3時☆高齢者閉じこもり予防教室

　概ね80歳以上の家に閉じこもりがちな方を対象に、

健康チェックやレクレーション等を行います。

問地域包括支援センター ☎ 84-1255

開催日時 毎月１回

 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

☆認知症家族会（語らいの会）

　認知症高齢者を介護している家族が集まり、認知症

高齢者に対してどう接していけば良いのか日頃不安に

思っていること等を皆で相談したり、また、認知症に

ついての学習会を行います。

介護保険で非該当と認定された方や、生活機能が低下していて、介護が必要となるおそれがある

虚弱な高齢者に対し、介護予防事業を行ないます。

（ただし、教室に参加するには聞き取り調査が必要となります。）

問地域包括支援センター ☎ 84-1255

開催日時 毎月２回

 午前 10 時～ 11 時 30 分
☆家族介護者リフレッシュの会

　高齢者を介護している家族を対象に、体操や学習会、

茶話会、日帰り旅行等を行います。

問地域包括支援センター ☎ 84-1255

開催日時 年４回程度（不定期です）
☆男性介護者の会

　男性介護者が集まり普段思っていることを語り合っ

たり、料理教室、他の会と合同で日帰り旅行等を行い

ます。

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

☆認知症高齢者家族やすらぎ支援事業

　認知症高齢者を介護する家族の方への支援の充実を

図る観点から、対象となる認知症高齢者の近隣に居住

する方や、ボランティア等が認知症高齢者の居宅を訪

問し、見守りや話し相手をしてくれます。

見やすいところに貼ってご利用ください。
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宮田村 行政組織　連絡先一覧表
平成26年 4月からこの新機構で皆さんに信頼される行政運営に努めてまいります

役場庁舎 （代表）☎：85-3181　FAX：85-4725

会 計 室
☎：85-3181（内線 104）
E-mail：kaikei@vill.miyada.nagano.jp

税・料金・手数料等の支払い　等

議会事務局
監査委員事務局

☎：85-3181（内線 105）
E-mail：gikai@vill.miyada.nagano.jp

議会庶務、統計、交通安全　等

住 民 係 ☎：85-3183　E-mail：jumin@vill.miyada.nagano.jp

転入・転出・転居・婚姻・出生・死亡・戸籍関係届、住民票、印鑑登録証明、
埋火葬許可、国民年金、国民健康保険、児童・母子福祉、福祉医療、
高齢者医療保険、環境保全、ごみ、し尿、公害、ペット、墓地　等

住 民 課

税 務 係 ☎：85-3182　E-mail：zeimu@vill.miyada.nagano.jp

住民税、固定資産税、軽自動車税、国保税、賦課徴収、税関係証明・公図　等

建 設 課

建 設 係 ☎：85-5863　E-mail：kensetu@vill.miyada.nagano.jp

道水路工事・維持管理、建築確認、都市計画、村営住宅　等

耕地林務係
土地開発公社

☎：85-5863　E-mail：rinmu@vill.miyada.nagano.jp

耕地・水利、森林・有害鳥獣・宅地・工場用地斡旋　等

上下水道係 ☎：85-5862　E-mail：suido@vill.miyada.nagano.jp

上水道、下水道、料金・使用料徴収　等

農 政 係 ☎：85-5864　E-mail：nosei@vill.miyada.nagano.jp

農業振興、農業農村支援センター、農業委員会、農地転用　等

商工観光係 ☎：85-5864　E-mail：sangyo@vill.miyada.nagano.jp

商工業振興、制度資金、企業誘致、勤労者互助会、観光　等

産業振興推進室

（代表）☎：85-4128　FAX：85-5701老人福祉センター

地域包括支援センター
☎：84-1255

福 祉 係 ☎：85-4128　E-mail：hoken@vill.miyada.nagano.jp

高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、介護保険、民生児童委員会　等

保健予防係 ☎：85-4128　E-mail：hoken@vill.miyada.nagano.jp

予防接種、乳幼児健診、子育て支援、精神保健、成人検診、難病対策、
健康相談・訪問指導　等

福 祉 課

（代表）☎：85-2314　FAX：85-5583村民会館

生涯学習係 ☎：85-2314　E-mail：kyoiku@vill.miyada.nagano.jp

生涯学習、公民館、図書館、文化財、関連施設管理、施設使用申込、人権、
男女共同参画　等

宮田小学校
☎：85-2007

宮田中学校
☎：85-2004

東保育園
☎：85-2275

こうめ保育園
☎：85-2109

西保育園
☎：85-3416

うめっこらんど
☎：85-5931

☎：85-2314　E-mail：kyoiku@vill.miyada.nagano.jpこども室

保育園、子どもに関する相談　等子育て支援係

学校教育、学童保育、青少年健全育成　等学校教育係

教育委員会

企 画 係 ☎：85-3181　E-mail：kikaku@vill.miyada.nagano.jp

総合計画、政策の企画立案、行政評価、土地・交通政策、定住促進　等

協 働 係 ☎：85-3181　E-mail：kikaku@vill.miyada.nagano.jp

広報・広聴、消費者行政、交流、地球温暖化防止対策、住民サービス向上　等

みらい創造課

総 務 係 ☎：85-3181　E-mail：somu@vill.miyada.nagano.jp

総合受付、選挙・行政相談、防災・消防、人事管理　等

管理財政係 ☎：85-3181　E-mail：zaisei@vill.miyada.nagano.jp

指名参加願・入札、財政、村有財産、庁舎管理　等

総 務 課
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災
 ＬＰガス調印式　3月 24 日

害時の協力のために
　災害時におけるＬＰガスに係る保安の確保及びＬＰガ
スの供給並びに減災対策に関する協力について必要な事
項を定めることにより、災害対応及び避難者の生活支援
を円滑に実施することを目的として、村と一般社団法人
長野県ＬＰガス協会、長野ＬＰ協会上伊那支部の三者に
て協定書の調印を行いました。

巣
 小中学校卒業式　3月 19・20 日

立ちの時、決意新たに

中
 関係者や利用者がボランティア　3月 29 日

央グランドの石拾い

　3月19日には中学校、20日には
小学校の卒業証書授与式がそれぞ
れ行われました。中学校の卒業生
は115人、小学校の卒業生は101
人。厳粛な式の中に様々な思いが
詰まった卒業式となりました。卒
業生の皆さん、おめでとうござい
ました。

　2月の大雪の時に雪置場として活用していていた中央グラン
ド。グランドの3分の1程度を占めていた雪は、4月の施設利
用に向けて解かすことができました。しかし雪に混じっていた
石やゴミがあらわになっていましたが、施設利用者から「なる
べく早く利用できるように石拾いをしたい」と申し出があり、
関係者や施設利用者による作業でグランドは利用できる状態に
なりました。ご協力ありがとうございました。

▲小学校卒業式 ▲中学校卒業式
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Interview

ク
ー
ル
）
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
ま
す

が
、
水
泳
が
大
好
き
で
す
。
練
習
は
日

曜
日
以
外
の
毎
日
2
時
間
、
４
５
０
０

ｍ
を
泳
い
で
い
ま
す
。
先
日
お
こ
な
わ

れ
た
県
春
季
室
内
選
手
権
大
会
で
は
、

４
０
０
ｍ
自
由
形
で
県
学
童
記
録
を
残

す
こ
と
が
で
き
、
練
習
の
成
果
が
発
揮

で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今

回
は
小
学
校
生
活
最
後
の
大
会
で
す

が
、中
学
生
に
な
っ
て
も
水
泳
を
続
け
、

将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
3
歳
か
ら
で
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
体
を
丈
夫
に
し
た

か
っ
た
理
由
も
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
駒
ヶ
根
（
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

　
第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春

季
水
泳
競
技
大
会
の
競
泳
女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形
に
出
場
し

た
小
田
切 

海
空
さ
ん
（
新
田
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

水
泳
が
大
好
き
で
す

県
 少林寺拳法　西出 伊織さん 　3 月 25 日

児童生徒教育委員会表彰受賞
　この賞は、学芸文化の分野及び体育の分野で、全国規模の
大会等において、特に優秀な成績を収めた児童生徒の栄誉を
たたえる賞で、西出さんは昨年８月に香川県で開催された第
７回全国中学生少林寺拳法大会男子単独演武の部で見事３位
の成績を収めました。

上
 秋山 泰久さん　2月 27 日

伊那ファーマーズ農業者功績表彰
　「山ぶどうの里づくり推進協議会」及び「山ぶどう栽培組合」の立
ち上げ段階から関わりを持ち、3種類の山ぶどうの試験栽培から取
り組みを始め、赤ワインの品種ヤマソービニオンを推奨し、技術を
地域栽培者とともに確立しながら、普及に努めました。また、酒造
工場とのパイプ役となり、ワインの製造販売にも関わるなど、地域
の特産品としての山ぶどうの産地化と加工販売という村の目標に大
きく貢献されました。平成19年にはワイン醸造技術管理者の認定
を受け、新規山ぶどう栽培者への指導、助言など地域の指導者とし
ても活躍しています。

全国大会出場

 小田切　海空 さん

　マンガを読むのが趣味だと

いう小田切さん。好きなマン

ガはバスケットボールマンガ

『黒子のバスケ』だそうです。
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平
成
26
年
度
予
算
な
ど

27
議
案
を
可
決

平成26年 第 1回議会

　平成 26 年第 1回議会定
例会は、2 月 28 日から 3
月 17 日までの 18 日間の
会期で開催され条例の改正
案、補正予算案など 28 議
案が提案され、27 議案が
原案どおり可決、1議案は
一部修正可決されました。
　提案された議案の内容は
次のとおりです。

条
例
・
規
約

宮
田
村
職
員
条
例
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
制
定
及
び
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
経
験
・
能
力
を
有

効
に
発
揮
活
用
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
も

の
で
、
そ
れ
に
関
係
す
る
条
例
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

宮
田
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
う
め
っ
こ
ら

ん
ど
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
、「
宮

田
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
う
め
っ
こ
ら
ん

ど
」
に
決
定
し
、
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
位

置
づ
け
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　
村
づ
く
り
を
総
合
的
に
取
り
組
む
組
織
づ

く
り
を
目
的
に
、
新
し
い
課
「
み
ら
い
創
造

課
」
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
村
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
前
年
に
引
き

続
き
減
額
を
行
な
う
も
の
で
す
。

宮
田
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

個
人
住
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
改
正

す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住
用
財
産
の

敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限
の
延
長
な
ど
に
つ
い

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

宮
田
村
社
会
教
育
委
員
会
設
置
に
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
社
会
教
育
法
か
ら
委
員
の
委
嘱
基
準
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
村
の
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
基
準
を
条
例
に
定
め
る
も
の
で

す
。

宮
田
村
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
管
理
条
例

及
び
宮
田
村
上
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
第
２
・
３
ト
リ
ー
ト
を
公
共
下
水
道
へ
接

続
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
み
や
だ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例
の
制
定

　
特
産
品
を
目
指
し
て
き
た
「
み
や
だ
ワ
イ

ン
」
を
さ
ら
に
広
め
、
村
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
、
み
や
だ
ワ
イ
ン
に
よ
る
乾
杯
の

習
慣
を
広
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

補
正
予
算

平
成
25
度
宮
田
村
一
般
会
計

 

（
第
６
・
７
号
）

　
事
業
費
及
び
負
担
金
等
の
確
定
に
よ
り

補
正
額
は
、
１
４
２
６
万
3
千
円
の
減
額

で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

40
億
４
８
４
２
万
5
千
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

（
第
３
号
）

　
保
険
給
付
費
等
の
増
額
に
よ
り
、
補
正
額

は
２
２
６
４
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
8
億
４
７
８
０
万
6

千
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

 

（
第
２
号
）

　
保
険
給
付
費
の
減
額
等
に
よ
り
補
正

額
は
、
１
３
５
０
万
8
千
円
の
減
額

で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

６
億
６
０
５
７
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計 

（
第
２
号
）

　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
等
に
よ

り
、
補
正
額
は
１
３
２
万
8
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

８
３
７
５
万
9
千
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計

 

（
第
４
号
）

　
上
の
宮
浄
水
場
内
の
既
存
の
建
物
等
の
除

去
に
伴
う
も
の
な
ど
で
、収
益
的
支
出
で
は
、

７
１
６
万
5
千
円
の
増
額
。
資
本
的
支
出
で

は
、
２
０
０
０
万
円
の
減
額
。

3月定例会
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平
成
25
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計

 

（
第
４
号
）

　
上
伊
那
広
域
連
合
負
担
金
の
確
定
等
に
よ

り
、
27
万
８
千
円
の
減
額
。

予
　
算

平
成
26
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
予
算

　
「
活
力
み
な
ぎ
る
宮
田
村
づ
く
り
」「
子
育

て
支
援
日
本
一
」「
福
祉
の
推
進
」「
安
心
・

安
全
な
心
安
ら
ぐ
村
づ
く
り
」「
女
性
の
知

恵
と
力
を
村
政
に
活
か
す
」
の
５
項
目
を
重

点
施
策
と
位
置
づ
け
、
第
５
次
総
合
計
画
と

の
整
合
性
と
達
成
に
向
け
た
予
算
編
成
を
行

な
い
ま
し
た
。
産
業
文
教
委
員
会
よ
り
一
部

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額

34
億
５
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
・
１
％
減
額
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

　
予
算
総
額
7
億
８
８
６
４
万
5
千
円
で
前

年
度
に
比
べ
て
５
・
４
％
増
加
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
予
算
総
額
6
億
６
９
９
７
万
8
千
円
で
前

年
度
に
比
べ
て
１
・
１
％
増
加
。

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
予
算
総
額
９
０
１
４
万
5
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
12
％
増
加
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　
主
な
事
業
は
、
浄
水
場
内
整
備
、
西
保
育

園
北
減
圧
弁
取
替
工
事
な
ど
で
す
。
水
道
事

業
収
益
は
、
1
億
８
６
５
８
万
4
千
円
、
水

道
事
業
費
用
は
、1
億
４
４
７
４
万
6
千
円
。

資
本
的
収
入
は
加
入
者
負
担
金
１
８
１
万

4
千
円
、
資
本
的
支
出
は
7
億
７
２
３
万

9
千
円
の
見
込
み
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
は
、
公
共
下
水
道
事
業
収
益

は
２
億
２
４
９
４
万
２
千
円
、
農
業
集
落
排

水
事
業
収
益
は
１
億
１
２
１
９
万
２
千
円
、

公
共
下
水
道
事
業
費
用
２
億
８
４
５
７
万

１
千
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
用
１
億

２
９
７
９
万
３
千
円
。
資
本
的
収
支
は
公
共

下
水
道
事
業
収
益
は
１
億
７
６
５
２
万
７
千

円
、

農

業

集

落

排

水

事

業

収

益

は

４
４
９
９
万
３
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
費

用
１
億
８
３
７
１
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事

業
費
用
４
５
６
８
万
２
千
円
。

そ
の
他

上
伊
那
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
障
害
者
者
自
立
支
援
法
改
正
に
伴
い
、
審

査
会
等
の
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
公
の
施
設
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
体
育
施
設
な
ど
の
9
施
設
及
び
町
地
区
を

除
く
高
齢
者
支
え
合
い
拠
点
施
設
8
施
設
、

福
祉
課
の
所
管
と
な
る
「
宮
田
村
な
ご
み
家

夢
工
房
」、「
宮
田
村
仲
な
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
の
計
19
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。
期
間
は
平
成
29
年
3

月
31
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

意
見
書

　
労
働
者
保
護
の
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

◎ 

一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
石
　
智
之
　
議
員

・ 

宮
田
村
に
お
け
る
契
約
に
つ
い
て

・ 「
福
祉
の
推
進
」
に
つ
い
て

小
田
切
　
敏
明
　
議
員

・ 

大
雪
対
策
、
雪
害
農
家
支
援
策
に
つ
い
て

・ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
発
電
施
設
へ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

・ 

宮
田
観
光
開
発
㈱
の
あ
り
方
に
つ
い
て

加
藤
　
恭
一
　
議
員

・ 

除
雪
等
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

・ 

平
成
26
年
度
予
算
重
点
施
策
の
う
ち
、
活

力
み
な
ぎ
る
宮
田
村
づ
く
り
に
つ
い
て

宮
井
　
訓
　
議
員

・ 
議
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

・ 

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
つ
い
て

・ 

田
原
市
立
福
祉
専
門
学
校
と
の
提
携
に
つ

い
て

久
保
田

　
秀
男

　
議
員

・ 

暮
ら
し
の
安
心
を
築
く
た
め
の
施
策
に
つ

い
て

城
倉

　
栄
治

　
議
員

・ 

産
業
の
共
生
に
よ
る
産
業
振
興
に
つ
い
て

・ 

防
災
対
策
の
推
進
と
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

・ 

女
性
の
知
恵
と
力
を
活
か
し
た
村
政
づ
く

り
等
に
つ
い
て

天
野
　
早
人
　
議
員

・ 

子
ど
も
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・ 

国
道
１
５
３
号
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
の

行
く
末

・ 

雪
害
に
対
す
る
危
機
管
理

赤
羽
　
正
　
議
員

・ 

み
ら
い
創
造
課
の
設
置
に
つ
い
て

・ 

公
立
中
学
校
の
朝
練
原
則
廃
止
に
対
す
る

村
の
考
え
方
に
つ
い
て

・ 

村
の
総
人
口
と
村
内
人
口
分
布
に
つ
い
て

春
日
　
元
　
議
員

・ 

子
育
て
支
援
日
本
一
を
め
ざ
す
か
ら

・ 

安
心
安
全
な
心
安
ら
ぐ
村
づ
く
り
に
つ
い

て
田
中
　
一
男
　
議
員

・ 

宮
田
村
の
応
援
隊
に
つ
い
て

・ 

消
防
水
利
に
つ
い
て

・ 

雪
害
対
策
に
つ
い
て

清
水
　
正
康
　
議
員

・ 

障
が
い
児
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

・ 

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て

・ 

雪
害
対
策
に
つ
い
て

・ 

国
道
１
５
３
号
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

・ 

中
学
の
部
活
動
に
つ
い
て

問
議
会
事
務
局

 

☎
85
‐
３
１
８
１
（
内
線
１
０
５
）
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シリーズ 環境を考える 68 始めます！小型家電の無料回収

信州みやだワイン

　
平
成
26
年
4
月
、
7
年
目
を

迎
え
る
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
今

年
も
開
講
し
ま
す
。
公
民
館
で

は
現
在
受
講
生
を
募
集
中
で

す
。
ワ
イ
ン
に
興
味
の
あ
る

方
、
み
や
だ
ワ
イ
ン
「
紫
輝
」

が
大
好
き
な
方
、
飲
み
仲
間
を

作
り
た
い
方
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
毎
月
1

回
、
年
間
12
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

何
回
か
現
地
実
習
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
初
回
の
開
講
式
は
4

月
24
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら

宮
田
村
民
会
館
創
作
室
で
行
い

ま
す
。
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
の
で
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
２

つ
と
１
０
０
０
円
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
２
年
生
に
あ
た
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
は
4
月

25
日
（
金
）
開
講
で
す
。

問
宮
田
村
公
民
館

 

☎
85
‐
２
３
１
４

ワインセミナー
 受講者募集！

　
3
月
14
日
、
平
成
25
年
度
の

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
回
は

修
了
試
験
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

と
も
1
年
間
の
学
び
の
成
果
を

見
事
発
揮
し
、
全
員
高
得
点
で

合
格
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
方
は
4

月
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
に
進
級
し
、
2
年
間
修

了
し
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
の
方
は
中
央
ア
ル
プ
ス
山
ぶ

ど
う
の
里
づ
く
り
推
進
会
議
会

長
か
ら
「
宮
田
村
ワ
イ
ン
大

使
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
村
の
ワ
イ
ン
文
化
発
展
の

た
め
、
更
な
る
活
躍
に
期
待
を

い
た
し
ま
す
。 ワインカレンダー VOL. 75

“都市鉱山”小型家電は宝の山 !?
携帯電話やデジタルカメラ、ゲーム機や音楽機器

などの「小型家電」には、鉄や銅、貴金属の金や銀、

そしてレアメタルと呼ばれている希少金属などい

ろいろな金属が含まれています。日本全体で廃棄

処分される小型家電の中に含まれるこれらの金属

は１年間に約 27 万トン、現在使用中のものも含

めると世界の埋蔵量の約 16％もの金が日本の“都

市鉱山”の中に眠っているとも言われています。

「小型家電リサイクル」で有効活用！
この“都市鉱山”に埋もれている資源を有効活用

するために「小型家電リサイクル法」という法律

ができました。市町村が回収し、国が認定した業

者が引き取り、再資源化をするシステムです。

宮田村でも、このシステムを利用した回収を開始

します。

問住民課 住民係 ☎ 85-3183

宮田村の回収方法

これまでも年２回おこなっていた「粗大ごみ

回収」にあわせて実施

※ 役場駐車場など村内４か所に設定した

 収集場所に直接お持ち込みください

今年度の回収日

6 月 7日（土）と 11月 1日（土）【予定】
※ 場所、時間は事前の回覧などで

 ご確認ください。

対象となる家電製品

家電リサイクル対象４品目（テレビ、洗濯機・

乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン）以外の

家電製品で、例えば携帯電話やデジタルカメ

ラ、ゲーム機、ラジカセや CD プレーヤーな

どの音楽機器など

料金　無料で回収

※ 小型家電以外の粗大ごみ（家具やタイヤな

ど）はこれまでどおり有料回収になります

詳しくは広報 5月号、回覧などで改めてお知らせします。
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Ｍ
Ｍ
Ｃ
は
、
平
成
12
年
に
村
民

会
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
弾

き
込
み
の
為
に
集
ま
っ
て
来
た
仲

間
達
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
を
は
じ
め
、
管
楽
器
や
声

楽
な
ど
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
、
高

齢
者
施
設
や
子
育
て
支
援
の
慰
問

演
奏
、
病
院
な
ど
へ
の
出
前
コ
ン

サ
ー
ト
、
公
民
館
主
催
の
リ
ト

ミ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
教
室
で
の
指

導
、
保
育
園
や
学
校
に
訪
問
演
奏

な
ど
に
出
か
け
、
生
の
音
楽
を
届

け
て
い
ま
す
。
聞
い
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
は
、「
楽
し
く
て
、
充
実

し
た
ひ
と
時
で
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
私
達
は
、
聞
い
て
く
だ
さ
る

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
頂
い
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
週
５
日
制
に
伴
い

発
足
し
た
「
サ
タ
デ
ー
シ
ン
ガ
ー

ズ
」
は
、
小
中
学
生
で
構
成
さ

れ
、
歌
の
好
き
な
子
供
達
が
集
ま

り
、
発
声
や
合
唱
な
ど
を
体
験

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
子
供
達
は
、
村
内
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
音
を
通
し
て
広
が
る
笑

顔
、
そ
れ
を
見
守
る
大
人
達
の
笑

顔
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
和
や
か
な

ひ
と
と
き
、
そ
ん
な
時
は
、
音
楽

の
持
つ
大
き
な
力
を
感
じ
る
瞬
間

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
聞
い
て
く
だ
さ

る
方
々
に
元
気
と
優
し
さ
と
楽
し

さ
が
伝
え
ら
れ
、
心
に
響
く
音
楽

活
動
が
出
来
る
よ
う
に
研
鑽
を
積

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
次
回
＝

 

高
齢
者
歌
声
教
室
つ
く
し
の
会
）

▲笑顔でワークショップを

▲昨年の春季スポーツ大会
～マレットゴルフ～

▲昨年の文化祭より
～展示会場～

▲真剣な表情の参加者

青
魚
体
に
い
い
よ
と
言
葉
か
け
孫
の
目
の
前
に
極
太
さ
ん
ま

4

4

4

4

4

 

平
沢

　
由
紀
（
町
３
） 

小
春
日
や
老
い
し
心
の
温
も
り
て 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

馬
の
眼
を
隠
す
た
て
が
み
涅ね

は

ん槃
西に

し風 

本
田

　
幸
達
（
北
割
）

長
閑
さ
や
う
つ
ら

　
　
　
の
草
の
上 

砂
場

　
隆
子
（
町
３
）

姉
の
文
香か
ほ
りを
そ
え
て
梅
一
輪 

新
井
い
さ
子
（
町
１
）

ス
教
室
（
大
会
）
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

交
流
会
、
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
、
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
、
ス
キ
ー
教

室
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

文
化
事
業
の
予
定

◇
宮
田
村
文
化
祭
…
11
月
1
・
2
日

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
太
鼓
教
室
や
パ

ソ
コ
ン
教
室
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

ふ
る
さ
と
発
見
講
座
、
い
き
い
き
健

康
教
室
、
し
め
縄
づ
く
り
教
室
、
梅

の
剪
定
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、平
成
26
年
度
も『
宮

田
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
楽

し
く
つ
ど
い
、
学
び
合
い
、
そ
し
て
、

つ
な
が
り
が
出
来
る
こ
と
が
最
も
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
公

民
館
で
は
、
様
々
な
講
座
や
ス
ポ
ー

ツ
を
企
画
し
、
村
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
予
定

◇
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
6
月
1
日

◇
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
9
月
21
日

◇
村
駅
伝
大
会
…
11
月
8
日

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ふ
わ
っ
と
テ
ニ

　
ま
た
、子
育
て
学
級
や
女
性
学
級
、

宮
田
学
級
、
お
や
じ
の
集
い
、
福
寿

学
級
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

グループ
活動めぐり
（43）

  

Ｍ
Ｍ
Ｃ

 

（
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
）

 

瀧
澤
　
智
恵
子

〜
26
年
度
の
公
民
館
活
動
の
予
定
〜

み
ん
な
で
つ
ど
い
・
学
び
・
つ
な
ぐ

　
2
月
25
日
〜
27
日
、
初
心
者
パ
ソ

コ
ン
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
7
月

に
続
き
、
新
た
に
7
人
が
参
加
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
を
真
剣
に
学

び
合
い
ま
し
た
。

　
3
月
17
日
、
分
館
長
・
主
事
会
で

は
、
南
信
教
育
事
務
所
の
塩
澤
秀
彦

先
生
を
講
師
に
、
人
権
教
育
指
導
者

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
明
日
に
生

き
る
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
基

本
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

 

分
館
長
・
主
事
会
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他
の
役
員
に
ど
の
様
な
方
が
な
ら

れ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
、
区
の
事

も
浦
島
太
郎
状
態
で
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
い
、
等
々
の
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
、
第
一
回
の
役
員
会
に
出
席
し
た

の
で
す
が
、
役
員
の
多
く
の
方
は
、

若
い
頃
入
っ
て
い
た
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
や
消
防
で
お
世
話
に
な
っ
た
等
の

顔
見
知
り
の
方
々
で
一
安
心
。
若
い

頃
色
々
や
っ
て
い
た
事
の《
繋
が
り
》

を
大
変
有
り
難
く
感
じ
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
主
事
と
い
う
大
役
を
二
年
間
無

事
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

が
、
様
々
な
行
事
を
企
画
運
営
す
る

中
、
更
に
多
く
の
方
々
と
深
く
触
れ

合
う
事
が
で
き
、「
忙
し
か
っ
た
け

れ
ど
も
、主
事
を
受
け
て
良
か
っ
た
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
様
々
な
行
事
に
参
加
し

て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
て
ま

す
。 

（
次
回
＝
稲
村
和
久
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（392）

▲まず、体をほぐして

▲親子で折り紙を

▲絶妙なボール
コントロール

　
2
月
19
日
、
鷹
野
綾
子
講
師
の
下

で
、「
早
春
賦
」
や
「
か
あ
さ
ん
の
歌
」

「
湖
畔
の
宿
」
な
ど
会
員
の
希
望
曲

11
曲
を
、
時
に
は
手
や
足
で
リ
ズ
ム

を
取
り
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
1
時

間
半
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
2
月
22
日
（
日
）
今
年
最
後
の
親

子
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
細

田
千
八
子
講
師
か
ら
「
ぴ
ょ
ん
か
え

　
3
月
16
日
、
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス

ゴ
ー
ル
ド
大
会
が
行
わ
れ
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
32
人
。
直
径
14
セ
ン

る
」や「
ね
ず
み
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
」「
お

す
も
う
さ
ん
」
の
折
紙
の
折
り
方
を

教
わ
り
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。親
子
体
験
教
室
は
、

こ
れ
ま
で
に
昔
の
遊
び
や
本
陣
の
見

学
、囲
碁
ボ
ー
ル
、そ
ば
打
ち
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

チ
程
の
ビ
ニ
ー
ル
製
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
バ
ウ
ン
ド
し
た
り
、
カ
ー
ブ
し
た

り
す
る
ボ
ー
ル
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、和
気
藹あ

い
あ
い々

、終
日
に
亘
っ
て
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
3
月
に
入
り
、
生
涯
学
習
に
集
う

4
つ
の
学
級
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
閉

講
式
や
修
了
式
を
行
い
、
一
年
の
締

め
く
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
が
一
年
の
学
習
を
振
り
返
り
、

感
想
を
発
表
し
合
っ
た
り
し
て
、
一

年
間
の
成
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

☆
募
集
し
て
い
ま
す
。

・ 

女
性
学
級
・
宮
田
学
級
・
福
寿
学

級
・
お
や
じ
の
集
い
の
会
員
募
集

中
。
締
め
切
り
4
月
25
日
（
金
）

・ 

子
育
て
学
級 

随
時
募
集
致
し
ま
す

◇
本
館
事
業

・ 

子
育
て
学
級
開
講
式

 

4
月
21
日
　
10
時
〜

・ 

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

 

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座

 

4
月
24
日
　
19
時
〜

 

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

 

4
月
25
日
　
19
時
〜

☆
分
館
事
業

敬
老
会

新
田 

4
月
27
日
　
11
時
〜 

南
割 

4
月
27
日
　
12
時
〜

北
割 

4
月
29
日
　
13
時
〜

町
１ 

5
月
11
日
　
10
時
〜

大
原 

5
月
11
日
　
11
時
〜

つ
つ
じ
が
丘 

5
月
18
日
　
11
時
〜

町
２ 

5
月
25
日
　
9
時
〜

体
育

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

つ
つ
じ
が
丘 

5
月
11
日
　
9
時
〜

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

町
２ 

4
月
20
日
　
8
時
半

町
３ 

4
月
26
日

　
9
時
〜

大
田
切 

5
月
25
日

　
13
時
〜

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

新
田 

5
月
25
日

　
8
時
〜

大
久
保 

5
月
25
日

　
13
時
半
〜

分
館
主
事
を
受
け
て

 

橋
爪
　
隆
（
北
割
）

　
年
の
半
分
以
上
を
中
国
で
過
ご
し

て
い
る
様
な
生
活
か
ら
離
れ
、
よ
う

や
く
日
本
に
落
ち
着
く
よ
う
に
な
っ

た
私
に
、
分
館
主
事
の
話
が
来
ま
し

た
。
何
ら
か
の
役
員
の
話
が
来
る
事

は
予
測
し
て
い
た
の
で
、
余
り
考
え

も
せ
ず
、お
受
け
し
た
の
で
す
が
…
。

歌
と
お
話
・
福
寿
学
級

親
子
体
験
教
室
「
折
紙
」

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
ゴ
ー
ル
ド
大
会

生
涯
学
習
の
閉
講
式

宮田学級

福寿学級

おやじの会

女性学級

　
平
成
26
年
度
の
分
館
主
事
を
紹
介

し
ま
す
。 

（
〇
は
主
事
会
長
）

分
館
役
員
紹
介
② 

…
分
館
主
事

　吉沢規至（中越） 竹内智子（つつじが丘） 有賀利夫（大原）
　向山和孝（南割）
　小池光俊（町 1）

　平澤義章（新田）
　小林貴光（町 2）

○後藤光義（大田切）
中塚とし子（町 3）

　細田俊治（大久保）
　春日　昇（北割）



広報 MIYADA23

産業振興推進室 農政係

☎ 85-5864

 

四
月
の
本
棚

宮田村図書館

 ☎ 85-2314（村民会館内）

　
春
で
す
。
桜
の
花
に
ミ
ツ
バ
チ
が

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
夏
。
今
度

は
小
さ
な
実
に
、
た
く
さ
ん
の
虫
や

鳥
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
季
節
は
巡

り
、
ま
た
桜
の
花
が
咲
き
ま
す
が
、

そ
の
花
は
昨
年
と
は
違
う
の
で
す
。

　
だ
か
ら
「
は
じ
め
ま
し
て
」。

　
そ
う
、
同
じ
よ
う
に
過
ぎ
て
い
く

一
日
の
中
に
実
は
沢
山
の
「
は
じ
め

ま
し
て
」
が
隠
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
一
本
の
桜
の
木
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
「
は
じ
め
ま
し
て
」
を
、
あ
な

た
も
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス

 

（
池い

け
ざ
わ澤

　
夏な

つ

き樹
）

○
左ひ

だ
り
め目
に
映う

つ

る
星ほ

し 

（
奥お

く

だ田
亜あ

き

こ

希
子
）

○
教き

ょ
う
じ
ゅ
授
と
少

し
ょ
う
じ
ょ
女
と
錬れ

ん
き
ん
じ
ゅ
つ
し

金
術
師

 

（
金か

ね
し
ろ城

　
孝こ

う
す
け祐
）

○
ぎ
や
ま
ん
物

も
の
が
た
り語 

（
北き

た
は
ら原
亞あ

い

こ

以
子
）

○
連れ

ん
し
ゃ写 

（
今こ

ん

の野
　
敏び

ん

）

○
春は

る

、
戻も

ど

る 

（
瀬せ

お尾
ま
い
こ
）

○
首し

ゅ

と都
崩ほ

う
か
い壊 

（
高た

か
し
ま嶋

　
哲て

つ

お夫
）

○
内な

い
つ
う
し
ゃ

通
者 

（
堂ど

う

ば場
　
瞬

し
ゅ
ん
い
ち
一
）

○
波は

け

い形
の
声こ
え 

（
長な
が
お
か岡

　
弘ひ

ろ

き樹
）

○
約や

く
そ
く束
の
海う

み 
（
山や

ま
さ
き崎

　
豊と

よ

こ子
）

○
い
く
つ
に
な
っ
て
も （
渡わ

た
な
べ辺
淳じ

ゅ
ん
い
ち
一
）

 

他

 

「
い
っ
し
ょ
に

 

　
　
　
読
も
う
か
」

 

「
は
じ
め
ま
し
て
」

 

近
藤
　
薫
美
子
／
作
・
絵

編
集
後
記

　
広
報
紙
の
担
当
3
年
間
さ
せ
て

い
た
だ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
人
事

異
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

広
報
み
や
だ
を
ご
愛
読
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。大
変
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
快
く
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
広
報
み
や
だ
」
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
担
当

：

大
澤
）

　
２
月
、
図
書
館
で
は
館
内
の
全
資

料
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
25
年
度

の
不
明
資
料
は
以
下
の
通
り
で
す
。

万
が
一
、
下
記
の
資
料
が
お
手
も
と

に
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
速
や
か
に
お
返
し
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
平
成
25
年
度
不
明
資
料
一
覧
〉

★ 

一
般
書
　
15
冊

☆ 

「
脳
を
生
か
す
勉
強
法
」

☆ 

「
病
気
を
遠
ざ
け
る
！
魚
の
缶
詰

レ
シ
ピ
」

☆ 

「
ち
ょ
こ
っ
と
リ
メ
ー
ク
」

☆ 

「
余
り
布
で
で
き
た
！
小
物

１
５
１
点
」

☆ 

「
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
雑
貨
」

☆ 

「
た
ち
ば
な
み
よ
こ
の
フ
ェ
ル
ト

で
作
る
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
」

☆ 

「
は
ぎ
れ
で
つ
く
る
手
縫
い
の
こ

も
の
」

☆ 

「
フ
リ
マ
や
バ
ザ
ー
に
今
、
作
り

た
い
！
簡
単
か
わ
い
い
手
作
り

グ
ッ
ズ
」

☆ 

「
小
さ
な
刺
し
子
」

☆ 

「
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
キ
ャ
ラ
メ
ル

お
や
つ
」

☆ 

「
ド
ジ
ョ
ウ
」

☆ 

「
雨
心
中
」

☆ 

「
永
遠
の
途
中
」　

☆ 

「
途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る
」

☆ 

「
産
直
市
場
は
お
も
し
ろ
い
！
」

蔵
書
点
検
報
告

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。 問みらい創造課 協働係　☎ 85-3181

図
書
館
休
館
日

4
／
14
㈪
・
21
㈪
・
28
㈪
・
30
㈬

5
／
6
㈫
・
12
㈪
・
19
㈪
・
26
㈪

※ 

図
書
館
は
祝
日
開
館
し
て

い
ま
す
。
祝
日
の
翌
日
が

振
替
休
館
と
な
り
ま
す
。

司法書士　富田事務所
◆ 相続・遺言に関する手続き
◆ 不動産の売買・贈与、建物の新築
◆ 住宅ローン完済の手続き
◆ 会社の設立・各種法人の変更登記
◆ 成年後見人の手続き・ご相談　など

※ご相談はご予約を

0265-98-8465

〒399-4301　上伊那郡宮田村 3280 番地
司法書士　富田　あさみ

（簡裁訴訟代理関係業務認定番号 401318 号）
（成年後見センター・リーガルサポート会員）

図
書
館
行
事
の
ご
案
内

※ 

4
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

26
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

視
聴
覚
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※ 

5
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

14
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
〜

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

こまゆき荘
4月29日（祝）
午前11時～
 完売次第終了

場所

こまゆき荘駐車場

　今年も友好都市「田原市」の
海産物直売や、野ひばりの会他
地元の物産が出店されます！豚
汁・綿あめ無料サービスします。
ぜひお越しください♪
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広
 報

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

N
O
.4
7
0
  2
0
1
4
 
4

■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
　
　
　
☎
0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
　
E
-m
a
il　
som
u@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
　
　
■
平
成
26
年
4
月
10
日
発
行

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。 問みらい創造課 協働係　☎ 85-3181

給 食 de
大きくなあれ
～地産地消・栄養たっぷり～

① バターと小麦粉を炒めながら焦がしてルウを作る。火を止

めてお湯を少しずつ入れてルウをのばす。

② 牛肉、玉ねぎを良く炒めてから、にんじん、しめじを入れ

てさらに炒め、少量の水を加えて少し煮込む。

③ トマト缶、ウスターソース、トマトケチャップを入れて煮

込み、コンソメ、塩で味を調える。水で溶かしたココアパ

ウダーを加えて、仕上げる。

作り方

中学校

　学校給食の中では、地元の食材を多く使うように工夫し
ています。今回紹介するハヤシライスには、宮田で作ら
れているしめじや、「食ごころ」で作られているトマトケ
チャップを使用しています。なかなか手作りで作ることの
ないハヤシライスですが、市販のルウとはまた違った味を
ぜひ試してみてください。

この日の献立

・ハヤシライス
・まんだいのベーコン巻き
・大根の梅肉和え
・牛乳

ハヤシライス

材 料 4人分
牛肉………………………… 160ｇ
玉ねぎ……… 240ｇ（約 1個と 1/4 個）
にんじん………… 70ｇ（約 1/2 個）
しめじ………………………… 50ｇ
バター………………………… 35ｇ
小麦粉……… 35ｇ（約大さじ 4と 1/2）
油……………… 6ｇ（約大さじ 1/2）
トマト缶…………………… 200ｇ
ウスターソース …20ｇ（約大さじ 1）
トマトケチャップ 20 ｇ（約小さじ 4）
コンソメ……………………… 4ｇ
こい口しょうゆ … 4ｇ（約小さじ 2/3）
塩……………………………… 少々
ココアパウダー 5 ｇ（約小さじ 2と 1/2）

・ トマト缶のトマトは、お好みの大きさにつぶしてから入れてください。
また生の熟したトマトを細かくしていれても、おいしくできます。

・ 玉ねぎがたくさん入るので、よく炒めることでより甘みが増します。

① ② ③

募集 !!宮田村食育推進の店

＜募集内容＞

(1) 健康づくりの「食」の協力店の取り組み

ア 野菜を多くとる工夫をしている。

 （やさいもりもり運動）

イ 塩分や脂肪分を減らしたり、エネルギー量

 調整ができる工夫をしている。

(2) 食文化の継承の取り組み

ア 郷土食を提供し、その旨を明示している。

イ 地元産の食材を積極的に利用・販売をして

 いて、その旨を明示している。

ウ 旬の食材を生かしたメニューを提供・提示

 していて、その旨を明示している。

(3) その他、食育に関する新しい発想の取り組み

＜募集開始＞

4月 25日（第 1次締め切り 5月 21日）
　☆その後は随時募集します☆

＜申し込み方法＞

登録申請書に必要事項をご記入の上、福祉課保

健予防係（老人福祉センター）までお申し込み

ください。

＜その他＞

・ 審査方法は宮田村食育推進の店事業実施内容内

規にそって審査します。

・ 認定された場合は「食育推進の認定証（上部イ

ラスト）」をお渡しします。店内等にご掲示い

ただきますようお願いします。

 問福祉課 保健予防係　☎ 85-4128

　宮田村では「健康や食育に関する情報発信」「より健康的な

楽しい食卓の演出」をしていただける商店や飲食店の皆さんを

募集します。村民みんなの食生活を支える柱である商店や飲食

店の皆さん、是非、ご応募ください☆


